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は じ め に

イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ A ceria fiaβ COTTE は 世界各国
に分布 し ， 日 本 で は 1979 年に東京都 お よ び埼玉 県 の イ
チ ジ ク 葉上で初 め て 発見 さ れ， 根本 ら ( 1980) によ っ て
記録 さ れた。 大阪府 で は ， イ チ ジ ク は収益性の 高い特産
果樹の ひ と つ と し て 1999 年現在， 約 53 ha で栽培 さ れ
て い るが， 府 内 の 栽培圃場 で は 1989 年 頃 か ら イ チ ジ ク
モ ン サ ビ ダニ が発生 し ， 葉の奇形 ・ 萎縮 ・ モ ザイ ク :伏退
色 ， 果実の早期落果 な どの症状 を 引 き 起 こ し て い る ( 中
曽 板 ・ 草刈， 1991 ; 田 中 ， 1 992) 。 こ れ ら の症状 は 収 益
の減少お よ び品質の 低下 を 招 く こ と か ら ， 早急な防除対
策の確立が要望 さ れて い た。 そ こ で， 著者 は イ チ ジ ク モ
ン サ ビ ダニ の 発生生態 と 防除に関 す る研究 を 行 っ た。 こ
こ で は こ の 研 究 で 得 ら れた知見 の 一 部 を 紹 介 す る。 な
お ， 本研究 は農林水産省新技術地域笑 用 化促進事業によ
り行わ れ ， 詳細につ い て は近畿中 国新技術実用化成果報
告 No. 20 I果樹サ ビ ダニ 類 の 発生生態に基 づ く 総合 的
防除技術の確立」 に ま と め て い るの で参照 い ただ き た
し '0

I 発生生態 と 被害

露地栽培イ チ ジ ク にお け るイ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ の 発
生消長 を 解 明 す るた め ， 1 993 年 に新梢先端部 (新芽お
よ び最上位 ・ 次位展開葉) を 採取 し て 生息虫数 を計数 し
た (柴尾 ら ， 1994) 。 イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ は新梢が伸
長する 5 月 に初 め て 生息が認め ら れたが， 生息虫数は少
な か っ た ( 図寸) 。 生息虫 数 の 急激 な 増 加 が認 め ら れた
の は 7 月 中旬 か ら で， 8 月 中 旬 には新梢当 たり 5 1 2 但|体
の 発生 ピ ー ク と な っ た。 そ の後 ， 9 月 に生息虫数が一時
減少 し たが， 1 1 月 には 再 び増加 し た。 部位別 の 生息虫
数の割合 を見る と ， 8 月 の 発生 ピ ー ク 時には 次位展開業

イ チ ジ ク モ ン サ ピ ダ ニ の 越 冬状況 を 1 993�例 年に調
査 し た と こ ろ ， 本種は成虫態で休眠芽の鱗片間隙内で越
冬 す る こ と が示 さ れた (柴尾 ・ 問 中 ， 1 997) 。 ま た， 幅
お よ び長 さ が 6 111111 以上の休眠芽では芽当 たり生息、虫数
が顕著に多か っ た (表ー 1 ) 。

1 996 年に異 な る温 度 条 件 で イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ の
発育 日 数 を 調査 し た と こ ろ ， 16 時 間 日 長 で の 卵 + 若 虫
の 発育 回 数 は 150C で 9�10 日 ， 200Cで 7�8 日 ， 250Cお
よ び 30Tで 6�7 日 と 推測 さ れた。 ま た， 異 な る 日 長条
件で調査 し た と こ ろ ， 発育 日 数に違い は認め ら れな か っ
たが， 1 1 時間 日 長お よ び 13 . 5 時間 日 長の 短 日 条件 で は
産卵がほ と ん ど認め ら れず ， 短 日 条件 で は 成虫休眠 (産
卵抑制) す る可能性が示唆 さ れた。

イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ に よ る被害状況 を 1993 年 に潟
地問場にお い て 調査 し た と こ ろ ， 葉の モ ザイ ク 症状 の 発
生葉率が高 く なる と 果実の モ ザイ ク 症状 の 発生果率 も 高
く な る傾向 が認 め ら れ， さ ら に新 梢 の 節間 長 が短 く な
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図 ー 1 新梢先端 に お け る イ チ ジ ク モ ン サ ピ ダニ の生息虫

数 と 生息、部位の推移

表 - 1 休|民芽の大 き さ (幅お よ び長 さ ) 別 の越冬状況 (994)

にお け る生息が多か っ たが， 9 月 以降 は 最上位展開業に 大 き さ 幅 一 一 一 長 さ

お け る生息が多 く ， 図には示 し て い な い が株元の展開架 (mm) 調査芽数 生息虫数/芽 調査芽数 生息虫数/芽

にお け る生息虫数 は 少な か っ た。

Occurrence and Control of the Ficus Mottle Mi te， Aæria 
万C/lS COTTE. By Manabu SI I IHAO 

(キー ワ ー ド : イ チ ジ タ モ ン サ ピ ダニ， 発生生態， 1妨|徐， 高�tiIJ，
天敵， カ プ リ ダニ類， コ ハ リ ダニ類)

3 

4 

5 

6� 

15一一一

。 30 0 . 5  

1 7  2 . 1  78 0 . 9  

54 2 . 3  75 1 .9 

1 42 2 . 5  49 4.4 

55 2.4 23  2.8 

32 16.6 45 14 . 8  



358 植 物 防 疫 第 55 巻 第 8 号 (2001 年)

り ， 新梢の生育が抑制 さ れ る 傾向が認め ら れた (柴尾 ・ っ た が， へキ シチア ゾ ク ス 水和剤 の殺虫効果 は低か っ た

田 中. 1994) 。 ま た ， イ チジ ク モ ン サ ピ ダ ニ が多 発 し た (表-2) 。 ア ザ ミ ウ マ類 に 対 し て 登録の あ る 合成 ピ レ ス ロ

場合， 新梢 当 た り の 着果数が少 な く な り ， 果実重が低下 イ ド 系殺虫剤 の ペ ル メ ト リ ン乳剤 お よ び ト ラ ロ メ ト リ ン

す る 傾向が認 め ら れた 。 な お， 糖度 の 差 は 認 め ら れ な か フ ロ ア プル の 殺虫効果 は と も に 低か っ た 。 殺菌剤 の う ち

っ た 。

E 休眠芽管理 に よ る 被害防止技術

イ チジ ク モ ン サ ピ ダニ は伸長 し て 大 き く な っ た 休眠芽

内 で越冬 し て い る た め ， 冬季 に こ れ ら の伸長休眠芽 を切

除管理す る こ と に よ っ て ， 夏季の発生 を 抑制 し ， 被害 を
軽減で き る 可能性が あ る 。 そ こ で， 伸長休眠芽の切除管

理 に よ る イ チジ ク モ ン サ ピ ダ ニ の 防除効果 を調査 し た 。

1997 年 3 月 に 伸長休眠芽 (伸長 し た 基部が 2----3 mm

以 上 の 休 眠芽) を 樹 当 た り 12 . 1 芽切 除 し た と こ ろ . 6 
月 下句 の 被害新梢率 は 切 除 区 が 12 . 6%. 切除 し な か っ

た 対 照 区 が 16 . 1 % と な り ， 被害新梢率 は 低 く な る 傾 向

が認め ら れ た 。 ま た ， 同 様 に 1998 年 3 月 に 伸長休眠芽

を 樹 当 た り 24 . 6 芽切除 し た と こ ろ . 6 月 下旬 の 被害新

梢 率 は 切 除 区 が 50 . 0%. 対照 区 が 71 . 2% と な り ， 被害

新梢率 は低 く な る 傾向 が認め ら れた 。 こ の切除管理 は慣

行の栽培体系 に組み込む こ と がで き ， 翌春の新梢生育 に

悪影響 を 及ぼ さ な い た め ， イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ の耕種
的 な 防除対策 と し て 有効であ る 。

皿 効率的 な 薬剤防除技術

イ チジ ク モ ン サ ピ ダニ に対 し て 有効な薬剤 を検索す る

た め ， イ チジ ク に 登録の あ る 薬剤の殺虫効果 を リ ー フ デ

ィ ス ク へ の 直接噴霧法 に よ り 1994 年 に 調査 し た (柴尾

ら. 1995) 。 そ の 結果， 殺 ダ ニ 剤 の う ち ケ ル セ ン 乳剤，

フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プル， ピ リ ダペ ン フ ロ ア プ

ル， テ プ フ ェ ン ピ ラ ド EW の 殺虫効果 は速効的 で 高 か

袋 一 2 イ チ ジ ク モ ン サ ピ ダニ に 対す る 各種薬剤の殺虫効果
(補正死亡率%)

供試薬剤u (希釈倍数) 処理 2 日 後 処理 6 日 後

ケ ル セ ン乳剤 0 . 000) 100 100 
フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト 99 . 1  100 

フ ロ ア プル (2 ， 000)
ピ リ ダベ ン フ ロ ア プル (2 ， 000) 100 100 
テ プ フ ェ ン ピ ラ ド EW (2 ， 000) 100 100 

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 水和剤 (2 ， 000) 27 . 5  5 . 8  

ベル メ ト リ ン乳剤 (2 ， 000) 47 . 9  1 . 7  

ト ラ ロ メ ト リ ン フ ロ ア プル (2 ， 000) 39 . 9  27 . 5  

オ キ サ ジ キ シ ル ・ 銅水和剤 (500) 58 . 3  1 00 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤 0 ， 000) 85 . 2  100 
銅水和剤 (2 ボ ル ド ー ) 0 ， 000) 14 . 6  3 . 7  
銅水和剤 ( コ サ イ ド ボ ル ド ー ) 0 ， 000) 9 . 6  2 . 7  

オ キ サ ジ キ シ ル ・ 銅水和剤 と チオ フ ァ ネ ー ト メ チル水和

剤の殺虫効果 は遅効的 な が ら 高 か っ た が， 銅水和剤の殺

虫効果 は低か っ た 。 な お ， こ れ ら の薬剤の う ち フ ェ ン ピ

ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プ ル (2 ， 000 倍) . ピ リ ダベ ン 水和

剤 0 ， 000---- 1 ，  500 倍) . テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水 和 剤

(2 ， 000 倍) は 露 地 圃場 に お け る 防除試験 に お い て も 高
い 防除効果が確認 さ れ， イ チジ ク モ ン サ ピ ダニ に 対 し て
適用拡大 さ れ た 。

イ チジ ク モ ン サ ピ ダニ の 殺 ダ ニ 剤散布 に よ る 防除適期

を 明 ら か に す る た め ， テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水和剤 を 露地圃

場 に お い て 時期別 に 散布 し ， 本種の 防除効果 を調査 し た

(柴尾 ・ 田 中. 1998) 0 1996 年 6 月 10 日 に 散布 し た 6 月

散布 区. 7 月 10 日 に 散布 し た 7 月 散布 区. 8 月 8 日 に 散

布 し た 8 月 散布 区. 6----8 月 に 計 3 回 散布 し た 3 回 散 布

区 を 設定 し た 。 そ の 結果. 7 月 散布区 で は 6 月 散布 区 ま
た は 8 月 散布 区 に 比べ て イ チジ ク モ ン サ ピ ダニ の生息虫

数が低 く 推移 し . 3 回散布区 と ほ ぽ同等 の 高 い 密度抑制

効果が得 ら れ た ( 図 2) 。 ま た . 7 月 散布 区 は イ チ ジ ク

モ ン サ ピ ダニ に よ る 被害果率が無処理 よ り 顕著 に 低 く 抑

え ら れ. 3 回散布区 と ほ ぼ同 等 に 推移 し た こ と か ら ， 被
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図 - 2 テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水和剤 の 散布時期が イ チ ジ タ モ

ン サ ピ ダニ の発生 に 及 ぽす 影響

矢印 : テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水和剤散布.
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害防止効果 も 高か っ た 。 し た が っ て ， 殺 ダニ 剤散布 に よ

る イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ の 防除適期 は 7 月 上中旬で あ る

と 考 え ら れ る 。 な お ， こ の 時期 は イ チジ ク に 発生す る ハ

ダニ類の 防除適期で も あ り ， 殺 ダニ 剤散布 に よ る イ チジ

ク モ ン サ ビ ダニ と ハ ダニ 類 の 同 時防除が可能で あ る 。

W 天敵利用 に よ る 防除技術

1994�97 年 に 露地 図場 に お い て イ チジ ク モ ン サ ビ ダ

ニ の捕食性天敵 を探索 し た と こ ろ ， ケ ナ ガ カ プ リ ダニ，
ケ プ ト カ プ リ ダニ ， ミ ヤ コ カ プ リ ダニ ， ニ セ ラ ー ゴ カ プ

リ ダニ ， マ ク ワ カ プ リ ダニ の 5 種の カ プ リ ダニ類 と コ ハ

リ ダニ類の発生 を 確認 し ， ニ セ ラ ー ゴ カ ブ リ ダニ と マ ク

ワ カ プ リ ダニ を 除 い て 本種の捕食 を 確認 し た 。 こ れ ら の

う ち ケ ナ ガ カ プ リ ダニ と ミ ヤ コ カ プ リ ダニ に つ い て イ チ

ジ ク モ ン サ ビ ダニ の 捕食効果 を 室 内 で検討 し た 。 そ の結
果， ケ ナ ガ カ プ リ ダニ に よ る 15 分 当 た り イ チジ ク モ ン
サ ピ 夕、ニ捕食量 は雌成虫 で は 4 . 0 個体， 若虫 で は 3 . 8 個
体で， 放飼 2 日 後の イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ 生息虫数 は雌

成虫放飼 区 で は放飼 前 の 4%， 若虫放飼 区 で は 1 % に 激

減 し ， 優れた 捕食効果が認め ら れた 。 一方， ミ ヤ コ カ プ

リ ダニ の雌成虫放飼 区で も 放飼 3 日 後の イ チジ ク モ ン サ

ビ ダニ 生息 虫 数 は 放飼前 の 38% に 減少 し た が， ケ ナ ガ

カ プ リ ダニ に比べて捕食量 は 少 な く ， 葉上での定着率 は

低か っ た 。

ミ ヤ コ カ プ リ ダニ の成虫 お よ び若虫 に 対す る 各種薬剤

の 影響 を 1998 年 に 検討 し た 。 そ の 結果， ピ リ ダベ ン 水
和剤， テ ブフ ェ ン ピ ラ ド 水和剤， フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト

フ ロ ア プル， ケ ル セ ン 乳 剤 の 殺 タ'ニ剤， ペ ル メ ト リ ン 乳
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剤 お よ び ト ラ ロ メ ト リ ン フ ロ ア プル の 合成 ピ レ ス ロ イ ド

剤 で は 悪影響が認 め ら れた が， 殺菌剤 のチオ フ ァ ネ ー ト

メ チル水和剤 で は 悪影響が小 さ か っ た (表 3) 。 し た が

っ て ， 殺菌剤 のチオ フ ァ ネ ー ト メ チル水和剤 は捕食性天

敵の ミ ヤ コ カ ブ リ ダニ に 対 し て 悪影響 を ほ と ん ど及 ぼ さ

な い が， ア ザ ミ ウ マ 類防除 に 慣行で散布 さ れ て い る 合成

ピ レ ス ロ イ ド 剤 は ミ ヤ コ カ プ リ ダニ に 悪影響 を 及 ぽ し ，

イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ の リ サ ー ジ ェ ン ス を 引 き 起 こ す可

能性が示 さ れた 。
殺菌剤 のチオ フ ア ネ ー ト メ チル水和剤 は イ チジ ク モ ン

サ ビ ダニ に 対 し て 殺虫効果が認 め ら れ， 捕食性天敵の ミ

ヤ コ カ プ リ ダニ に 及 ぽす悪影響が小 さ い こ と か ら ， 本種

を効果的 に 防除で き る 可能性が あ る 。 そ こ で， 露地園場

に お い てチオ フ ァ ネ ー ト メ チル水和剤散布 に よ る イ チジ

ク モ ン サ ビ ダニ の 防除効果 と 捕食性天敵類 に 及 ぽす影響
を検討 し た 。 そ の 結果， 1997 年 7 月 16 日 散布 で は イ チ

ジ ク モ ン サ ピ ダニ 生息虫数が無処理 よ り 低 く 推移 し ， 殺

ダニ剤の ピ リ ダベ ン 水和剤 と ほ ぼ同 等 の 防除効果が認め

表 - 3 ミ ヤ コ カ プ リ ダニ に 対す る 各種薬剤l の 影響 (補正死亡率%)

供試薬剤1) (希釈倍数) 処理 2 日 後

ピ リ ダベ ン 水和剤 ( J ， 000) 100 

テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水平日剤 (2 ， 000) 100 

ブ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プル ( J ， OOO) 100 

ケ ル セ ン乳剤 0 ， 000) 100 

ベ ル メ ト リ ン乳剤 (2 ， 000) 78 . 7  

ト ラ ロ メ ト リ ン フ ロ ア プル (2 ， 000) 71 . 5  

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤 ( J ， OOO) 9 . 3  

1 998 年

6 7 8 9 (月)

図 - 3 殺 ダニ 剤 ・ 殺菌剤の散布が イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダ ニ の発生 に 及ぼす影響
矢印 : 殺 ダニ 剤， 殺菌剤散布.
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図 - 4 殺ダニ剤 ・ 殺菌剤の散布が補食性天敵類の発生 に 及 ぼす影響

矢印 : 殺 ダニ 剤， 殺菌剤散布.

ら れ た ( 図 3) 。 ま た ， 1998 年 7 月 9 日 散布で も イ チジ

ク モ ン サ ビ ダニ 生息虫数が無処理 よ り 低 く 推移 し ， ピ リ
ダベ ン水和剤 と 同等 な い し や や優れた 防除効果が認め ら

れた。 さ ら に ， 1997 年 お よ び 98 年 と も チオ フ ァ ネ ー ト

メ チ ル水和剤 を 散布 し た 場合 は コ ハ リ ダニ類の発生が無

処理 と ほ ぼ同 等 に 認 め ら れ， コ ハ リ ダニ類に対す る 悪影

響が小 さ か っ た (図-4) 。 し た が っ て ， 殺菌剤 のチオ フ

ァ ネ ー ト メ チル水和剤 の 7 月 散布 は ， イ チジ ク モ ン サ ビ

ダ ニ の 防除効果が高 く ， 捕食性天敵の コ ハ リ ダニ類を保

護す る こ と か ら ， 防除対策 と し て 有効で あ る と 考 え ら れ

る 。

V 総合防除体系

こ こ ま での知見 を も と に ， イ チジ ク モ ン サ ビ ダ ニ の総

合防除体系 を ま と め る と 次 の よ う に な る 。 1�3 月 に は

イ チジ ク の伸長休眠芽 を切除管理 し て イ チジ ク モ ン サ ビ
ダ ニ の越冬密度 を 低下 さ せ， 夏季の発生 と 被害 を 減少 さ
せ る 。 6 月 の ア ザ ミ ウマ 類防除 の た め の 合成 ピ レ ス ロ イ

ド 剤 の 多 用 は捕食性天敵類 に 悪影響 を 及ぼ し ， イ チジ ク
モ ン サ ピ ダ ニ の リ サ ー ジ ェ ン ス を招 く 可能性があ る の で

控 え る 。 7 月 上 中旬 の イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ の 防除適期

に 薬剤防除 を 行 う 。 そ の 際 に殺ダニ剤 を 散布す る 場合 は

適用拡大 さ れた ピ リ ダベ ン水平日剤， テ ブフ ェ ン ピ ラ ド 水

和剤， フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プル を 使用 す る 。 な

お ， こ の 時期 の殺ダニ剤散布 は ハ ダニ類 と の 同時防除が

可能で あ る 。 ま た ， 黒か び病 と そ う か病 に 対 し て 登録 の

あ る 殺菌剤のチオ フ ァ ネ ー ト メ チル水和剤 の 散布 も 有効

であ る 。 本剤 は イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ に 対 し て 殺虫効果

があ り ， 捕食性天敵類 に 対 す る 悪影響が小 さ い。 こ れ ら

の総合防除体系 を 実践す る こ と で， 効率 的 な 防除が可能

だ と 考 え ら れ る 。

一方， 今後の課題 も い く つ か指摘で き る 。 今回紹介 し

た 結果 は大阪府内 の ご く 限 ら れた 園場 に お け る 試験結果

であ り ， 地域 に よ っ て は イ チジ ク モ ン サ ビ ダニ の発生消

長や天敵類の種類， 発生密度が大 き く 異 な る こ と も 考 え

ら れ る 。 ま た ， 捕食性天敵 と し て 確認 さ れた コ ハ リ ダニ

類の 発生生態， 捕食効果， 薬剤 に 対す る 影響 の 解明 は不

十分で あ る 。 さ ら に ， イ チジ ク で は ア ザ ミ ウマ 類 の 防除

が必須で あ り ， 登録 さ れて い る 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 が 6

月 に 多用 さ れ る 場合が多 い 。 し た が っ て ， 今後 は捕食性

天敵類 に 対 し て 悪影響 の小 さ い ア ザ ミ ウ マ 類防除剤 の検

索 と 登録が望 ま れ る 。

引 用 文 献
1 ) 中 曽根波 ・ 草刈真一 ( 1991 ) ・ 関西病虫研報 33 : 1 16. 
2 ) 根本 久 ら (1980) : 応動見 24 : 49�53. 
3) 柴尾 学 ら ( 1994) : 関西病虫研報 36 ・ 47�48.
4) 一一一一一ら ( 1 995) : 向上 37 : 21�22.  
5) 柴 尾 学 ・ 田 中 寛 (994) : 今 月 の 農 業 38 ( 6 )  : 

63�67. 
6) ー一一一 ・一一一一 (997) 関西病虫研報 39 : 1�3. 
7) 一一一一 ・ 一一一一 (998) : 日 本 ダ ニ 学 会 誌 7 

107�1 13.  
8) 田 中 寛 (992) 今月 の農業 36 ( 1 )  : 96�100.  

一一一 18 一一一


